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法律相談【要予約】予約専用電話 蕁23・4400
木曜日・第2火曜日 市役所1階市民相談室
※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から
電話で予約受付。先着8人。相談時間は20分以内。
なお、時間の指定はできません。
一般相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前10時～午後4時30分
市役所1階市民相談室

交通事故相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前10時～午後4時30分
市役所1階市民相談室

行政相談 蕁33・1131
4月21日貉 午後1時～3時 北公民館大会議室
4月27日貂 午後1時～3時 市役所1階市民相談室
司法書士相談 蕁33・1131
第1金曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室

土地家屋調査士相談 蕁33・1131
第3金曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室

不動産相談 蕁33・1131
第2・4金曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室

税務相談 蕁33・1131
第3月曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室

特設人権相談 蕁33・1131
第2・3・4水曜日 午後1時～3時
市役所1階市民相談室
消費生活相談 蕁33・1131
月～金曜日 午後1時～4時
市役所1階消費生活センター
人権相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前9時～午後5時
市役所1階人権啓発課相談室
家庭児童相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前9時30分～午後4時
市役所1階児童福祉課
母子寡婦相談 蕁33・1131
月・木曜日 午前9時～午後5時
市役所1階児童福祉課
高齢者総合相談 蕁21・0294
月～金曜日 午前9時～午後5時15分
高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談 蕁21・9871
火曜日 午後1時30分～3時30分
総合福祉センター
教育・幼児教育相談 蕁31・4460
月～金曜日 午前9時～午後5時
教育支援センター
心の相談ホットライン（蕁26・0005）

医療相談 蕁32・5622
月～金曜日 午前9時～午後4時
市立病院
防火相談 蕁21・0119
毎日 午前9時～午後5時
消防本部
労働相談 蕁23・8689
火～日曜日 午前9時～午後5時
労働政策課（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】 蕁23・8689
火～金曜日 午前9時～午後5時
労働政策課（勤労青少年ホーム内）
住宅相談 蕁33・1131
月～金曜日 午前10時～午後4時
市役所2階建築住宅課
福祉なんでも相談（出張窓口）蕁33・1131
■日時・場所
第2金曜日 午後1時～午後3時 南公民館
第3金曜日 午後1時～午後3時 にんじんサロン
（市民会館内）
第4金曜日 午後1時～午後3時 北公民館
女性相談（面談は要予約）
にんじんサロン 蕁21・6500
火～金曜日 午前10時～午後5時
人権啓発課 蕁33・9208
月～金曜日 午前9時～午後5時

携帯サイトのQRコード：なお閲覧には、通信料が必要です。→

この広報紙は、再生紙を使用しています。また広報紙が届かない世帯の人は、秘書広報課へお問い合わせください。
本市の情報は、インターネットや携帯サイトからもご覧になれます。
PC http://www.city.izumiotsu.osaka.jp/ 携帯 http://www.city.izumiotsu.osaka.jp/m/

「水とくらし」盻 玉井
「玉垣」や「玉くしげ」などのように、「玉」は美し

いものの接頭語として用いられてきました。その「玉」
を冠した美しい湧水が、かつて千原町にありました。
「玉井」と呼ばれたその井戸は、戦国時代の有力者玉井
氏の居館にあったと伝わっています。
玉井氏は、16世紀に現在の千原町付近を本拠地とし

て活動した国人領主で、「玉井衆三十余人」と呼ばれる
ほどの勢力を誇ったといわれます。しかし永禄4年
(1561)、和泉国守護細川元常と河内国高屋城主細川氏
綱との戦で氏綱方に属した玉井行家は、堺で大敗し、
玉井氏は没落しました。
付近には玉井氏の墓地であったとされる「四十九山

（「しじゅうくやま」、あるいは「しずくやま」）」と呼ば
れる墓石群が残されています。玉井行家（法名：源秀）
は天正18年(1590)に没し、この四十九山に葬られたと
伝わります。
「玉水の流れ絶へせぬ水の面に澄む月影やながき世

のそら」「玉水はむすびてぞ知るそのかみの清きことば
のあればなりけり」。
これらの和歌は、江戸時代、玉井行家の墓に詣でた

人が詠んだものと伝わっています。四十九山は「泉大
津ふるさと文化遺産」に認定されており、随時見学す
ることができます。

次回は「水とくらし」眈をお伝えします。

四十九山


